
Field Survey Phase2

Field Survey Phase1

三
輪
山

神
社

神
社

神
社

田
畑

田
畑

田
畑

集
落

集
落

大
鳥
居

生活域

聖域

聖域 聖域

生活域 生活域 N

巻向川

初瀬川

0 50 100 150
(m)

山の辺の道

上街道

伊勢街道

三輪山

古街道
水系

三輪山

桧原神社

車谷
箸中

茅原

大神神社

大鳥居

神御前神社

（一の鳥居）

N

…車谷、箸中における伊勢講の石灯籠、庚申の祠がある所

…広域的な景観の構成要素　右から三輪山、大神神社、大鳥居

…各集落に存在する神社
…茅原、車谷 (箸中 ) の持つ神社
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三輪山信仰と広域的空間構造の断面モデル図 信仰空間と集落立地 三輪山と水系、古街道の関係図
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家並が作る線と
尾根線

民家と呼応

水場を意識

活動を引き出す広場

道を広場のよう
な場にかえる

コンタを残す

Design Concept

人と水が出会う場所の分析
水車と水洗い場

人と人が出会う場所の分析
山の辺の道とコミュニティ形成の場

人の生活の積層
大和棟造りと前庭

Concept

山から水が流れる場であるとともに

山の辺の道が神域に入っていく境界にあたり

また水力により三輪素麺を発達させた車谷集落で

観光客、集落住民、地域住民が

同じ風景の中で交流する事で

風景に気づき、風景を知り、風景の中に自分がいる事を再確認す
る場を作る

それは信仰によって出来た風景とは違うもう一つの山と繋がる風
景となる

山を感じる事が交流を生み

既存民家、建築群の作る領域の重なり合いが山の辺を
風景の中の交流を生む場に変える

そこでの活動が山に連なっていく

風景と生活の境界で新たな交流、活動が生まれ、

その活動が新しい尾根線をつくりだす

それが新しい風景となっていく

分析 a　水のコンテクスト

水と人が近づく場所　水車があったと分かっている所、また道路面と水面が 10 ㎝程まで近づく

所、しゃがめば水に触れる事が出来る所、水を近くに感じる所が道沿いの各所にある。

そういった所では生活の痕跡が残っており、ヒアリングからも日常的に使用する事が分かった。

分析 c　民家の空間構成と前庭

の関係

活動が広がる所　前庭は農作

業の場や井戸端会議などコ

ミュニティーを形成する場な

ど多様な活動を受け入れる

分析 b　コミュニティーが形成される場

道への活動の広がり　前庭が通りに接する部分、水が近くなる部分でコミュニティーが形成

されている

水が近くなる場所で内が外に接し、そこでコミュニティーが形成されている

…水車があったと分かった所

…水面が近く、人の生活の形跡がある所

　ヒアリングにより日常的に使うと分かった所

　

…大和棟作りの形式を原型

  としているだろうと思われる民家

…農作業の場や井戸端会議など

  コミュニティーを形成する場

…お盆に数珠くりをして回る場所

…井戸端会議など

　知り合いと話をする場所

…出店がある場所

　領域の設定と動線の設定集落住民、観光客の動
線に加え、三輪山が見える範囲に住む地域住民
（広い意味での）の動線を挿入

　02を考慮しながらマッスなヴォリュームを配置
し、山の見えをつくる事で分節しながらも屋根に
よって連続性を保つ

　水が近づくポイントで民家の塀を抜き、使わ
れなくなった民家の納屋、蔵に宿泊やサロンな
どの機能を入れる事で民家の前庭との連続性も
作る

人
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Diagram
民家、観光客、地域住民の領域を設定し、山への軸線によりそれらの領域を崩す事で風景を
建築に介入させながら建築を展開した

新たな領域の設定step01 軸線による
              ボリュームの分割

step02 屋根による連続性step03 大和棟造りの再解釈step04

　集落、民家の空間構成を分析山を感じる動線の挿
入等高線に平行な主要空間、マッスなヴォリューム
に囲まれた広場、広場と道の関係コミュニティーの
広がる場を把握し、そこから山の尾根線、神社、山
裾を通る山の辺の道を軸線の焦点に設定  

▲

三輪山と大鳥居

集落内の神社


